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作成日 2022年11月25日  

１．化学物質等及び会社情報 

  商品名 ムーバーWE  

会社名 

住 所 

電 話 

ＦAX 

ウエルシー製薬株式会社 神戸

市東灘区御影3-2-11-11

078-843-1212

078-336-3606

２．組成、成分情報 

単一製品、混合物の区分 

品名 

成分 

危険有害成分 

混合物 

ムーバーWE 

水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、カルボン酸塩、キレート剤、 

該当無し 

３．危険有害性の要約 

絵表示 

最重要危険有害性 

有害性 眼に入った場合、手当てが遅れると失明のおそれがある。 

環境影響 特記すべき事項はない。 

物理的及び化学的危険性 通常の取扱では危険性は低い。 

分類の名称 分類基準に該当しない。 

４．応急措置 

吸引した場合 通常、吸引する可能性は低いが、もし吸引して異常が残る場合は医師に相談する。 

皮膚に付着した場合 すぐ水で充分洗い流す。 

目に入った場合 こすらず直ちに流水で 15分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。痛みが異常なくても直後に

必ず医師の診断を受ける。 

飲み込んだ場合 直ちに多量の水、牛乳や生卵を飲ませる。無理に吐かせないで、速やかに医師に相談する。 

５．火災時の処置 

消火剤 水噴霧、粉末消火薬剤 

使ってはならない消火剤 情報無し 

火災時の特定危険有害性 情報無し 
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特定の消火方法 火元への燃焼源を断ち、適切な消火剤を使用して消火する。消火作業は、可能な限り風上から

行う。この製品自体は燃焼しない。 

消火を行う者の保護 消火作業では、適切な保護具（手袋、眼鏡、マスク等）を着用する。 

作成日 2022年11月25日 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項 作業には、必ず保護具（手袋・眼鏡）を着用する。多量の場合、人を安全に待避させる。必要に応じ

た換気を確保する。 

環境に対する注意事項 漏出物を直接河川や下水に流してはいけない。（食器洗浄機タンク内希釈使用） 

除去方法 スクレーパー等を使用して飛散しないように回収し水道水で流す。

二次災害の防止策 情報無し 

７．取扱及び保管上の注意 

取扱 技術的対策 取扱場所の近くに、洗眼及び身体洗浄のための設備を設置する。 

 注意事項 本液を飲用しない。 

    安全取扱注意事項 作業場の換気を十分行う。保護眼鏡、保護手袋等の適切な保護具を着用。取扱後は、手、顔等を

良く洗い、うがいをする。粉塵の発生はさける。 

保管 適切な保管条件 密栓した容器に保管する。直射日光を避け、換気の良い暗所に保管する。 

    安全な容器包装材料 情報無し 

８.暴露防止及び保護措置

設備対策 取扱場所の近くに、洗眼及び身体洗浄のための設備を設置する。適切な排気換気措置を使用する。 

管理濃度 設定されていない。 

保護具 呼吸機用の保護具：必要に応じて着用。手の保護具：ゴム保護手袋。目の保護具：保護眼鏡。皮膚及

び身体の保護具：状況に応じて着用。 

適切な衛生対策 情報無し 

９．物理的及び化学的状態 

物理的状態 形状 液体 

 色 無色 

 臭い 無臭 

 液性 アルカリ性

１０．安全性及び反応性 

安全性 通常の使用では安定。 

反応性 弱い酸化性がある。 

避けるべき条件 情報なし 
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避けるべき材料 情報無し 

危険有害な分解生成物 情報無し 

その他 情報無し 

作成日 2022年11月25日 

１１．有害性情報 

急性毒性 情報無し 

局所効果 皮膚腐食性 刺激有り 

皮膚刺激性 刺激有り 

目刺激性 刺激有り 

感作性 情報無し 

慢性毒性・長期毒性 情報無し 

ガン原生 情報無し 

変異原性 情報無し 

催奇形性 情報無し 

生殖毒性 情報無し 

その他 情報無し 

１２．環境影響情報 

移動性 情報無し 

残留性/分解性 情報無し 

生態蓄積性 情報無し 

生態毒性 情報無し 

その他 情報無し 

１３．廃棄上の注意 

「取扱及び保管上の注意」の章を参照。産業廃棄物処理業者に委託する。水質汚染防止法などの

関連法規に適合するよう廃棄する。 

１４．輸送上の注意 

運搬に関しては容器に漏れのないことを確かめて、転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩

れ防止を確実に行う。酸類との混載を避ける。 

１５．その他の情報 

記載データや評価は必ずしも十分ではないので、取扱いには充分注意してください。記載事項は

通常の取扱いを対象としたものですので、特殊な取扱いをする場合には新たに用途、用法に適し

た安全対策を実施のうえ、お取扱い願います。 




